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久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
ず
る
基
礎
的
考
察

な
お
、
小
論
で
ぱ
、
こ
れ
以
降
、

れ
る
。 こ

の
「
浪
人
」
に
つ
い
て
、
従
筋
、
他
藩
の
郷
士
に
相
当
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、

で
置
か
れ
て
い
る
。

学
説
史
上
、
郷
士
は
、
①

郷
家
臣
（
対
馬
藩
、
米
沢
藩
な
ど
）

た
と
こ
ろ
、
②
の
要
素
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
―
―
―
つ
の
類
型
で
は
律
し
得
な
い
部
分
が
、
そ
の
甚
本
を
形
作
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

小
論
で
は
、
こ
の
久
留
米
藩
の
ご
似
人
」
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

普
通
、
浪
人
（
牢
人
）
と
は
、

一
、
は
じ
め
に

「
主
君
が
い
な
い
浪
々
の
身
の
上
」

の
武
士
を
指
し
て
い
る
が
、
久
留
米
藩
で
は
、
そ
れ
ら
浪
人
の

な
か
に
藩
の
「
浪
人
帳
」
に
所
戦
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
浪
人
と
弁
別
さ
れ
て
い
る
浪
人
の
グ
ル
ー
プ
ー
「
浪
人
」
ー
が

旧
族
郷
士
(
e
x
.
土
佐
藩
の
長
宗
我
部
郷
士
）
②

そ
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
不
明
の
ま
ま

の
三
つ
の
パ
タ
ー
ソ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
久
留
米
藩
の
：
浪
人
」
に
関
す
る
史
料
を
幣
見
し

「
主
家
を
持
た
ず
浪
々
の
身
で
あ
る
武
士
全
般
」
を
牢
人
と
記
し
、
久
留
米
藩
の
「
浪
人
」
制
度

献
金
や
開
発
の
功
績
に
よ
る
取
立
郷
土
③
在

吉

田

久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

昌

彦
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一
定
の
手
続
ぎ
で
藩
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
他
の
牢
人
と
区
別
さ
れ
た
も
の
を
「
牢
人
」
と
記
す
。
ま
た
、

ぶ
浪
人
」
制
度
成
立
後
、
浪
人
帳
に
記
載
さ
れ
た
「
牢
人
」
を
「
浪
人
」
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
久
留
米
藩
居
住
の
「
牢
人
」
を
浪
人

と
記
し
区
別
す
る
こ
と
と
す
る
。
ゆ
え
に
、

「
浪
人
」

と
浪
人
と
い
う
概
念
は
、
と
も
に
久
留
米
藩
「
牢
人
」
と
い
う
全
体
集
合
に
構
成
す
る
「
相
異
な
る
二
つ
の
部
分
集
合
」
で
あ
り
、
か

(
1
)
 

つ
補
集
合
で
あ
る
。

二
、
浪
人
奉
行
の
成
立

「
牢
人
」
は
久
留
米
藩
居
住
の
牢
人
と
い
う
全
体
集
合
の
部
分
集
合
で
あ
り
、

浪
人
奉
行
の
成
立
に
関
し
「
久
留
米
藩
の
浪
人
制
度
」
は
次
の
よ
う
な
史
料
を
引
用
と
し
て
い
る
。

一
、
島
原
御
陣
之
節
迄
は
、
浪
人
奉
行
無
之
、
寄
親
方
へ
罷
在
、
島
原
巳
後
御
先
手
物
頭
支
配
に
有
之
、
其
後
岡
田
八
郎
兵
衛
へ
浪
人

奉
行
被
仰
付
候

こ
の
史
料
の
出
典
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
論
文
の
筆
者
が
戦
災
で
亡
失
し
た
史
料
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

史
料
を
根
拠
と
し
て
同
論
文
は
「
浪
人
を
支
配
す
る
浪
人
奉
行
の
役
人
は
賓
永
（
寛
永
の
誤
り
か
ー
引
用
者
、
以
下
同
）
十
五
年
島

原
出
陣
後
に
出
来
た
」
と
の
み
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
短
い
指
摘
は
多
分
紙
数
の
制
約
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
典
拠
と
し
て
い
る
史
料
の
内
容
を
す
べ
て
カ
ヴ
ァ
ー

し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
今
、
こ
こ
で
、
こ
の
史
料
に
即
し
て
「
浪
人
」
支
配
制
度
の
成
立
を
述
べ
れ
ば
、
最
初
、
家
中
の
与
力

と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
島
原
の
乱
終
結
以
後
、
先
手
物
頭
支
配
と
な
り
、
最
終
的
に
は
浪
人
奉
行
に
よ
る
支
配
に
移
行
し
初

代
浪
人
奉
行
が
岡
田
八
郎
兵
衛
で
あ
っ
た
と
要
約
さ
れ
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
要
約
に
従
う
と
、
最
初
、
久
留
米
藩
の
牢
人
は
す
べ
て
何
れ
か
の
藩
士
の
寄
子
で
あ
り
純
粋
な
在
郷
牢
人
な
ど
は
存

在
し
な
い
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
実
態
を
網
羅
し
た
記
述
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
残
る
。

確
立
前
、
久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
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久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。

ら
れ
る
。

年
八
月
二
十
三
日
「
忠
頼
公

す
な
わ
ち
、

「
在
郷
召
置
」
と
い
う
二
通
り
の
存
在
形
態
が
あ
っ
た

（
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
）
久
留
米
藩
の
牢
人
支
配
制
度
に
関
し
て
確
認
で
き
る
最
も
古
い
宜
接
的
史
料
、
正
保
三

御
代
御
掟
条
々
」
と
照
合
す
る
と
、
こ
の
要
約
、
ひ
い
て
は
「
久
留
米
藩
の
浪
人
制
度
」
が
引
い
て
い

る
史
料
自
体
を
全
面
的
に
は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

御
代
御
掟
条
々
」
は
次
に
と
お
り
で
あ
る
。

因
に
、
正
保
三
年
八
月
二
十
三
日
「
忠
頼
公

一
牢
人
之
儀
、
公
儀
井
他
所
構
無
之
、
悔
成
受
人
あ
ら
は
様
子
承
届
、
組
頭
え
相
断
、
可
召
置
事
。

付
り
、
在
郷
召
置
牢
人
之
儀
、
百
姓
手
前
よ
り
郡
奉
行
へ
相
断
、
郡
代
へ
申
聞
、
受
人
を
取
可
召
置
事
。

こ
の
法
令
は
、
幕
府
や
他
家
に
対
し
て
支
障
の
な
い
こ
と
を
条
件
に
し
つ
つ
家
中
士
が
確
か
な
誼
人
を
と
り
組
頭
に
届
け
た
上
で
牢

人
を
家
内
に
「
召
置
」
く
こ
と
を
、
ま
た
、
在
郷
し
て
い
る
牢
人
の
場
合
は
「
百
姓
」
が
郡
奉
行
、
郡
代
へ
の
届
け
出
、
請
人
を
設
定

し
た
上
で
郷
中
に
「
召
置
」
＜
こ
と
を
久
留
米
藩
が
許
容
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
規
定
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
当
時
の
久
留
米
藩
の
牢
人
の
実
態
を
示
し
て
い
る
。

②
 

そ
の
一
は
、
当
時
の
久
留
米
藩
の
牢
人
に
は
、
①

点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
久
留
米
藩
の
牢
人
が
、
家
中
の
厄
介
に
な
る
こ
と
に
よ
り
身
分
的
（
な
か
に
は
経
済
的
）
存
立

家
中
「
召
置
」

基
盤
を
維
持
し
て
い
た
牢
人
と
、
土
着
し
て
独
自
の
存
立
基
盤
を
展
開
し
つ
つ
あ
っ
た
牢
人
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え

そ
の
二
は
、
家
中
「
召
置
」

の
場
合
は
「
召
置
」

す
な
わ
ち
、
同
藩
は
、
牢
人
の
処
遇
を
「
召
罹
」

い
て
い
る
家
中
の
組
頭
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
、
在
郷
の
牢
人
に
つ
い
て
は
居
村

を
支
配
し
て
い
る
郡
奉
行
・
郡
代
と
い
う
藩
の
郡
方
支
配
機
構
に
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
課
し
牢
人
の
居
所
に
応
じ
た
支
配
を
行
お
う

い
て
い
る
家
中
の
家
や
村
方
の
問
題
と
し
て
基
本
的
に
処
坪
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
同
藩
が
牢
人
支
配
の
た
め
の
特
定
の
役
職
を
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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一
に
、

で
は
、
先
手
物
頭
支
配
へ
の
移
行
は
い
つ
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
浪
人
」
制
度
成
立
の
前
提
段
階
と
い
う
よ
う
。

そ
し
て
、
か
A
る
動
き
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
「
浪
人
」

て
い
る
。

そ
れ
は
、

権
を
付
与
し
て
い
な
か
っ
た
と
号
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

（
「
浪
人
帳
」
に
藩
が
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
「
浪
人
格
」

「
浪
人
並
」

「
｛
牛
人
」
に
久
留
米
藩
が
人
し
た
身
分
的
特

そ
の
三
は
、
逹
し
に
規
定
さ
れ
て
い
る
手
続
き
を
通
じ
て
「
牢
人
」
と
し
て
藩
に
登
録
・
掌
握
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
公
式
に
は
武

十
の
身
分
を
失
な
う
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
以
外
の
牢
人
と
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
も
の
の
、

元
牢
人
」
居
住
に
関
す
る
藩
の
許
可
に
当
た
っ
て
「
百
姓
手
前
よ
り
郡
奉
行
へ
相
断
」
と
い
う
文
言
に
あ
る
よ
う
に
在
郷

の
「
牢
人
」
を
村
方
の
支
配
体
系
の
な
か
に
置
い
て
い
た
点
に
端
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
牢
人
の
家
中
「
召
僅
」

置
」
と
身
分
的
に
区
別
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
家
中
「
召
四
」
・
「
在
郷
召
置
」
と
い
う
支
配
の
相
違
こ
そ
あ
れ
、
こ
の
令
逹
に
よ
り
請
人
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
牢

人
全
体
の
な
か
で
信
用
し
得
る
牢
人
を
「
｛
牛
人
」
と
し
て
藩
が
掌
握
し
家
中
の
家
内
「
召
置
」
・
「
在
郷
召
置
」
と
い
う
牢
人
支
配
シ
ス

テ
ム
の
信
頼
件
強
化
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
は
、
島
原
の
乱
後
九
年
経
過
し
た
時
点
で
出
さ
れ
た
こ
の
令
逹
に
お
い
て
、
特
定
の
役
職
の
下
に
牢
人
の
一
部
が
二
牛

人
」
と
し
て
グ
ル
ー
ピ
ソ
グ
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ひ
い
て
は
「
久
曾
米
藩
の
浪
人
制
度
」
所
載
の
史
料
が
説
く
「
島
原
の

乱
終
結
直
後
、
家
中
の
寄
親
支
配
だ
っ
た
も
の
を
先
手
物
頭
支
配
に
変
更
し
た
」
と
い
う
「
歴
史
事
実
」
が
誤
り
だ
っ
た
こ
と
を
示
し

と
い
う
特
権
的
な
士
格
を
付
与
さ
れ
た
も
の
）

「
浪
々
中
の
武
士
」
）
と
に
一
―
分
す
る
際
の
母
体
と
な
る
[
{
牛
人
」
を
全
般
的
に
成
立
さ
せ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
久
留
米
藩
独
自
の

『
米
府
年
表
』

「
（
承
応
）

久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

の
場
合
も
「
在
郷
召

と
浪
人
（
「
浪
人
帳
」
に
記
載
さ
れ
ず
何
ら
特
権
を
付
与
さ
れ
て
い
な
い
文
字
通
り
の

四
年
三
月
朔
日
浪
人
御
定
浪
人
奉
行
富
島
五
郎
太
夫
合
被
仰
渡
条
々
有
之
」
と
の
記
事
が
あ
る
。
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る。
ま
た
、

て
い
る
が
、

ま
た
、

い
う
記
述
は
略
系
譜
が
編
纂
さ
れ
た
段
階
で
、

人
支
配
承
応
四
年
御
礼
帳
同
御
備
承
応
―
-
＿
記
承
応
中
御
領
分
中
浪
人
奉
行
稲
員
記
承
応
三
年
浪
人
支
配
卜
云
々
明
暦
元
未
死
」
と
記
さ
れ
、

と
こ
ろ
が
、
有
馬
文
庫
所
蔵
『
略
系
譜
1
』
六
に
は
富
島
五
郎
太
夫
に
つ
い
て
「
寛
永
年
父
跡
式
三
百
三
十
石
後
御
先
手
弓
足
軽
五

『
略
系

譜
2
』
六
に
は
「
家
督
三
百
三
十
石
後
大
組
弓
足
軽
二
十
五
人
支
配
承
応
三
午
年
浪
人
奉
行
明
暦
元
未
病
死
」
と
あ
る
。

二
つ
の
系
譜
の
間
に
は
、
前
者
が
御
先
手
弓
足
軽
支
配
、
後
者
が
大
組
弓
足
軽
支
配
と
し
て
い
る
と
い
う
相
違
点
が
あ
る
が
、
後
者

も
、
先
代
左
助
に
つ
い
て
は
「
御
先
手
鉄
砲
頭
鉄
砲
知
行
三
百
石
」
と
あ
り
五
郎
太
夫
が
少
な
く
と
も
家
督
相
続
直
後
は
御
先
手
支
配

で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

留
意
す
べ
き
は
、
前
者
の
略
系
譜
で
「
浪
人
奉
行
」
の
註
と
し
て
「
稲
員
記
承
応
―
―
一
年
浪
人
支
配
卜
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
承
応
三
年
の
段
階
で
は
「
牢
人
」
に
関
す
る
役
職
が
「
浪
人
支
配
」
と
呼
称
さ
れ
て
お
り
、

『
米
府
年
表
』

「
牢
人
支
配

「
浪
人
奉
行
」
と

「
浪
人
」
に
関
す
る
役
職
が
同
職
で
あ
っ
た
た
め
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

一
に
お
け
る
「
浪
人
奉
行
」
の
使
用
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

事
実
、
有
馬
文
庫
所
蔵
稲
員
家
『
家
勤
記
得
集
全
』
明
暦
元
年
三
月
六
日
条
に
は
同
日
段
階
の
久
留
米
藩
主
要
役
職
者
が
列
挙
さ
れ

日
比
藤
兵
衛
」
と
い
う
部
分
が
あ
る
。
し
か
も
日
比
藤
兵
衛
は
「
足
軽
頭
四
百
石
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
略
系
譜
1
』
二
十
六
に
よ
れ
ば
日
比
藤
兵
衛
は
藤
兵
衛
勝
之
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
項
に
は
「
寛
永
十
六
年
卯
二
月
五
日

御
先
手
物
頭
鉄
砲
知
三
百
石
山
本
郡
与
田
村
合
七
百
石
寛
永
未
給
知
帳
慶
安
年
中
鉄
砲
一
統
被
召
上
候
節
差
上
慶
安
承
応
御
備
承
応
四

御
礼
帳
四
百
石
万
治
元
帳
寛
文
三
卯
六
月
十
七
日
没
」
、

『
略
系
譜
2
』
二
十
六
に
も
「
寛
永
十
六
年
卯
二
月
御
先
手
物
頭
鉄
抱
知
鉄

砲
知
三
百
石
慶
安
年
中
鉄
抱
一
統
被
召
上
候
節
差
上
」
と
あ
り
、
日
比
藤
兵
衛
が
御
先
手
物
頭
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ

さ
ら
に
は
、

『
家
勤
記
得
集
全
』
に
は
、
元
和
十
九
年
（
寛
永
十
年
）
九
月
晦
日
時
点
の
久
留
米
藩
主
要
役
職
者
の
一
覧
が
載
っ
て

い
る
が
、
そ
こ
に
は
牢
人
支
配
や
、
そ
れ
に
類
す
る
役
職
名
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
日
比
藤
兵
衛
の
名
前
も
足
軽
頭
四
百
石
と
し

久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
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③
 
②
 
①
 

の
よ
う
な
記
述
が
な
い
こ
と
。

気
に
な
る
の
は
、

こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
牢
人
支
配
」
と
い
う
先
手
物
頸
（
足
軽
支
配
）
系
・
四
百
石
程
度
の
兼
響
の
職
と
し
て
先
手
物
朋

支
配
は
少
な
く
も
承
応
一
一
年
の
時
点
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
、
確
認
で
き
る
最
も
早
い
「
牢
人
支
配
」
は
、
承
応
―
―
一
年
の
宮
鵜

五
郎
太
夫
、
次
い
で
承
応
四
年
（
明
暦
元
年
）
の
日
比
藤
兵
衛
で
あ
っ
た
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

七
に
よ
る
と
、

で
は
、
先
手
物
頭
支
配
か
ら
浪
人
奉
行
へ
の
移
行
は
い
つ
頃
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
久
留
米
藩
の
浪
人
制
度
」
で
引
用
し
て
い
る
史
料
で
は
最
初
の
浪
人
奉
行
は
岡
田
八
郎
兵
術
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
八
郎
兵
衛
止
之
の
こ
と
で
あ
る
。

『
略
系
譜
』
で
は
彼
に
つ
い
て
「
寛
永
十
七
辰
七
月
新
知
白
冗
卜
石
御
奏
者
番
御
用
人
勤
正
保
四
亥
八
月
御
加
恩
一
一
百
石
慶
安
三
年

寅
御
奏
者
番
大
小
性
頭
八
月
―
-
＋
一
日
跡
知
五
百
石
万
治
元
帳
御
手
廻
ノ
内
寛
文
―
-
＿
躾
浪
人
奉
行
窟
文
六
帳
延
宝
七
帳
後
以
病
依
願
御
役
儀

御
免
寄
合
組
元
禄
一
＿
一
年
五
月
[
-
日
没
」
と
あ
り
、
岡
田
が
、
少
な
く
と
も
寛
文
六
年
か
ら
延
宝
七
年
ま
で
の
問
、
浪
人
奉
行
で
あ
っ
た

人
奉
行
」

し
か
し
、
そ
れ
は
、
『
略
系
譜
』
止
文
上
で
は
岡
田
と
同
様
、
宮
島
や
日
比
も
「
浪
人
本
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
岡
田
も
「
浪

で
は
な
く
「
牢
人
支
配
」

で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
理
白
で
杞
憂
と
思
わ
れ
る
。

富
島
の
「
浪
人
奉
行
」
に
つ
い
て
「
牢
人
支
配
」
と
い
う
注
記
が
あ
っ
た
『
略
系
譜
1
』
の
岡
田
の
「
浪
人
奉
行
」

岡
田
が
奏
者
番
、
御
用
人
、
大
小
性
頭
と
い
っ
た
藩
主
側
近
の
職
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
り
、
か
か
る
経
歴
は
、
先
手
物
頭
（
足

軽
支
配
）
に
「
｛
年
人
支
配
」
を
兼
ね
さ
せ
る
と
い
う
富
島
・
日
比
の
頃
の
在
り
方
と
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
。

日
比
・
富
島
が
先
手
備
の
人
将
指
揮
下
に
置
か
れ
た
組
頭
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
岡
田
は
藩
主
側
五
の
役
力
を
歴
任
し
御
手
廻
と

以
上
の
諸
点
を
総
合
す
る
と
、

て
載
っ
て
い
る
。

久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
蘭
す
る
基
礎
的
考
察

の
部
分
に
そ

『
家
中
略
系
譜
1
』
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久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

さ
ら
に
は
、

『
嶋
原
一
揆
御
誅
伐
覚
』
に
は
「
有
馬
内
記
所
二
罷
り
候
浪
人

ま
ず
、

岩
井
弥
太
郎
」
、

「
福
島
与
一
右
衛
門

「
小
西
九
兵
衛

ト
下
一
・
一
人
」

上
ド
三
人
」

ど
の
由
緒
附
に
お
け
る
同
乱
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
。

し
て
藩
主
に
直
属
す
る
立
場
に
基
本
的
に
あ
っ
た
こ
と
。

以
上
の
点
は
、
岡
田
と
富
島
・
日
比
と
が
組
織
上
の
立
場
や
格
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
岡
田
は
「
牢
人
支

配
」
で
は
な
く
『
久
留
米
藩
の
郷
土
制
度
』
が
説
く
よ
う
に
「
浪
人
奉
行
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
ら
。

す
な
わ
ち
、
浪
人
奉
行
は
、
遅
く
と
も
岡
田
八
郎
兵
衛
が
就
任
し
て
い
た
寛
文
六
年
に
は
成
寸
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

-l-、
「
家
中
召
饂
」
・
「
在
郷
召
置
」
段
階
の
牢
人
と
参
陣

「
家
中
召
置
」
・
「
在
郷
召
置
」
時
代
の
牢
人
の
参
陣
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
。

管
見
の
か
ぎ
り
で
久
留
米
藩
の
牢
人
と
戦
と
の
最
も
古
い
関
わ
り
を
示
す
史
料
は
、
島
原
の
乱
に
関
す
る
記
録
か
「
浪
人
格
帳
」
な

す
な
わ
ち
、

数
一
八

0
名
の
う
ち
、

「
浪
人
衆
」
と
し
て
「
榊
次
太
夫

「
岡
本
安
右
衛
門
」
な
ど
の
人
名
が
見
え
、
別
の
箇
所
に
は
「
榊
次
太
人
卜
下
」

の
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

長
沢
助
之
承
」

こ
れ
ら
は
島
原
の
乱
に
お
い
て
牢
人
が
家
臣
の
与
力
と
し
て
参
戦
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

『
米
府
紀
事
』
巻
之
四
に
は
家
老
有
馬
内
記
が
島
原
の
乱
に
お
け
る
「
召
連
れ
人
数
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
記
人

上
下
―
―
一
人
」

「
竹
井
安
太
夫

上
下
五
人
」
以
下
、
十
九
名

「
有
馬
監
物
所
二
罷
り
候
浪
人

「
有
馬
主
水
二
罷
り
候
浪
人
津
田
源
左
衛
門
」
と
い
う
呼
称
や
、
こ
れ
ら
に
類
し
た
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。

ま
た
、
特
定
の
家
臣
と
関
係
を
持
た
な
い
牢
人
は
藩
に
直
接
、
陣
借
り
を
し
た
か
、
特
定
の
役
職
者
の
下
に
配
置
さ
れ
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

『
家
勤
記
得
集
全
』
元
和
十
四
年
―
一
月
朔
日
条
に
よ
れ
ば
島
原
の
乱
に
従
軍
し
た
牢
人
の
な
か
か
ら
桐
次
太
夫
―
―
五

0
石、
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竹
井
安
太
夫
二
五

0
石
、
陸
田
式
部
七

0
0石
な
ど
八
名
が
有
馬
家
よ
り
召
し
出
し
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
島
原
の
乱
に
お
い
て
久
留
米
藩
は
牢
人
を
戦
力
と
し
て
活
用
し
戦
い
の
な
か
で
実
紐
を
作
っ
た
も
の
、
父
が
戦

死
す
る
こ
と
に
よ
り
有
馬
家
に
対
し
て
「
軍
忠
」
を
果
た
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
召
し
出
す
こ
と
に
よ
り
家
臣
団
の
充
実
を
図
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
久
留
米
藩
の
「
浪
人
」
制
度
を
考
え
て
い
く
う
え
で
注
目
す
べ
き
は
、
先
に
も
挙
げ
た
牢
人
福
島
与
右
衛
門
の

処
遇
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
福
島
与
一
右
衛
門
上
下
五
人
」
と
し
て
有
馬
内
記
の
手
に
加
わ
っ
た
牢
人
福
島
与
右
衛
門
は
、
帰
陣
後
に
牢
人
の

身
分
の
ま
ま
「
竹
野
郡
浮
地
村
之
内
、
散
田
百
八
拾
八
仁
余
拝
領
仕
、
役
高
御
引
被
下
置
御
目
見
仕
来
候
」
と
い
う
厚
遇
を
受
け
在
郷

の
た
め
の
根
拠
を
得
て
い
る
。

こ
の
処
遇
は
、

「
上
下
五
人
」
と
い
う
「
軍
役
」
負
担
を
可
能
に
し
通
常
の
牢
人
以
上
の
「
格
式
」
を
ト
ナ
え
る
も
の
で
、
地
主
手
作

り
を
生
業
に
す
る
も
の
の
福
島
家
に
「
客
分
」
的
要
素
を
付
与
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
福
島
家
へ
の
処
遇
に
類
す
る
例
は
島
原
の
乱
以
前
に
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
道
家
伝
左
衛
門
は
旧
田
中
家
家
臣
で
、
田
中
家
で
は
鉄
砲
顕
、
赤
司
村
城
在
番
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
が
、
有
馬
家
よ

り
召
し
出
し
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
応
ぜ
ず
、
こ
の
た
め
、
「
他
所
え
は
御
出
し
不
被
成
、
御
領
内
之
内
住
居
仕
候
様
被
仰
出
候

ニ
付
、
先
知
行
所
御
井
郡
卜
川
村
居
住
仕
度
旨
、
申
上
候
処
、
願
之
道
被
仰
付
、
夫
役
二
て
屋
敷
御
取
建
、
作
事
迄
被
仰
付
、
其
後
破

損
繕
も
被
仰
付
、
為
御
救
持
抱
地
方
弐
百
石
引
高
被
仰
付
候
」
と
い
う
処
遇
を
受
け
、
居
村
に
お
け
る
地
主
手
作
の
基
盤
を
藩
よ
り
与

え
ら
れ
て
い
句

ま
た
、
立
花
立
斎
に
仕
え
た
と
い
う
木
庭
新
兵
衛
は
寛
永
四
年
に
牢
人
し
下
妻
郡
久
恵
村
に
居
住
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
廻
郡
中
の
有

馬
壱
岐
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
「
江
上
表
一
戦
之
刻
相
働
候
段
」
を
話
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
上
で
壱
岐
か
ら
有
馬
家
に
仕
官
す
る
希
望
は

な
い
か
と
聞
か
れ
た
際
、
豊
後
に
行
く
つ
も
り
と
謝
絶
し
た
際
、
壱
岐
か
ら
在
国
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
「
L
妻
郡
吉
田
村
百
性
差
上
地

久
留
米
落
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
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久
留
米
藩
「
浪
人
」
詞
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

高
二
百
石
有
之
候
間
、
向
後
無
役
二
て
手
作
仕
候
様
被
仰
付
」
て
い
る
。

以
上
の
例
は
、
久
留
米
藩
が
、
牢
人
の
「
在
郷
召
置
」
に
お
い
て
武
功
な
ど
の
あ
る
武
士
に
引
地
高
を
与
え
て
領
内
に
プ
ー
ル
し
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
有
馬
家
と
封
建
的
主
従
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
拒
ん
だ
牢
人
に
対
す
る
藩
よ
り
の
「
客
分
」
的
処
遇
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
牢
人
は
明
ら
か
に
藩
よ
り
特
権
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
和
高
も
単
な
る
「
宛
て
が
い
扶
持
」

(10) 

く
「
軍
役
」
負
担
能
力
と
一
定
の
格
式
を
保
証
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
注

E
さ
れ
よ
う
。

「
牢
人
」

の
成
立
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
「
浪
人
」

の
先
駆
的
形
態
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

で
は
な

す
な
わ
ち
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
久
留
米
藩
の
「
浪
人
」
制
度
が
完
成
を
見
た
時
点
で
の
「
浪
人
」
は
軍
役
負
担
能
力
を
重
要
な
基

準
と
し
て
特
権
的
士
格
を
藩
か
ら
付
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
か
る
確
立
期
の
特
権
的
な
牢
人
の
例
は
冒
頭
で
定
義
し
た

以
上
で
「
家
中
召
慨
」
・
「
在
郷
召
置
」
段
階
の
牢
人
と
「
軍
役
」
と
の
閃
係
に
つ
い
て
の
検
討
を
終
わ
り
、
次
に
先
手
物
頭
支
配
段

先
手
物
頭
支
配
は
、
遅
く
と
も
承
応
―
―
一
年
の
時
点
で
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
が
、

日
牢
人
支
配
富
島
五
郎
太
夫
に
対
し
て
「
分
領
え
来
ル
｛
牛
人
裁
判
之
事
」
を
令
し
て
い
る
。

一
人
数
出
候
節
浪
人
衆
心
次
第
可
罷
出
候
、
井
差
物
ハ
腰
差
長
サ
五
尺
迄
た
る
へ
き
事
、
色
紋
は
銘
々
心
次
第
た
る
へ
く
候

こ
の
法
令
で
、
牢
人
の
出
陣
は
義
務
強
制
で
は
な
く
任
意
で
あ
り
、
「
腰
差
長
サ
万
尺
」
と
い
う
軽
卒
並
の
身
分
規
制
を
課
す
と
と

も
に
旗
差
物
は
任
意
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

軽
卒
並
の
身
分
規
制
は
、
牢
人
支
配
と
い
う
役
職
を
設
け
「
牢
人
」

四
、
先
手
物
頭
支
配
段
階
に
お
け
「
牢
人
」
と
「
軍
役
」

陪
に
お
け
牢
人
と
「
軍
役
」
と
の
関
係
を
見
て
い
こ
う
。

の
統
一
的
支
配
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、

「
牢
人
」
の
身
分
を

『
藩
仏
集
』
―

1
0
の
承
応
四
年
―
一
月
朔
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同
年
寛
文
十
五
年
（
延
宝
三
年
）

中
村
清
左
衛
門

道
家
伝
左
衛
門

田
中
家
旧
臣

病
身
に
て
引
込

寛
文
十
一
1

年
（
延
宝
一
年
）

大
津
山
武
左
衛
門

立
花
好
雪
旧
臣

寛
文
五
年

西
尾
貞
右
衛
門

武
州
よ
り
罷
越

寛
文
四
年

寛
文
二
年

山
脇
兵
太
夫

木
村
図
書

祖
父
関
菩
右
衛
門
、
秋
月
家
致
仕

同
年
、
明
善
寺
一
安
願
い
に
よ
り
居
住
仰
付

兄
同
＋
左
衛
門
願
い

馬
場
伊
左
衛
門
願
い

弟
同
太
兵
衛
願
い

吉
田
理
兵
衛
願
い

自
分
願
い

い
う
「
浪
人
」
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

戸
波
六
太
夫
願
い

軽
率
並
に
位
饂
付
け
藩
の
中
土
以
上
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
も
の
で
、
牢
人
支
配
が
足
軽
支
配
で
あ
っ
た
こ
と
と
対
応
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
損
耗
率
が
激
し
い
と
考
え
ら
え
御
先
手
と
い
う
突
撃
部
隊
に
配
置
し
た
こ
と
は
、
島
原
の
乱
で
見
せ
た
牢
人
の
上
昇
志
向

を
利
用
し
よ
う
と
す
る
藩
の
思
惑
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
後
、
万
治
四
年
二
月
に
キ
リ
シ
タ
ソ
改
め
を
毎
月
励
行
す
る
よ
う
に
と
の
逹
し
の
付
則
と
し
て
、

関
し
て
は
「
念
を
入
」
れ
る
べ
き
こ
と
が
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
み
で
、
こ
れ
ら
以
外
の
先
手
物
頭
支
配
時
代
の
こ
と
は
不

明
で
あ
る
。

五
、
「
浪
人
」
の
創
出

浪
人
奉
行
は
、
遅
く
と
も
寛
文
六
年
ま
で
に
は
成
立
し
た
と
述
べ
た
が
、
そ
の
頃
の
「
浪
人
」
支
配
に
関
す
る
法
令
な
ど
は
管
見
の

限
り
で
は
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
尾
関
家
所
蔵
『
浪
人
中
由
緒
附
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
、
「
浪
人
帳
二
付
」
け
て

「
浪
人
」
と
し
て
の
身
分
を
得
た
牢
人
が
か
な
り
の
数
に
上
っ
て
い
る
。
今
、
寛
文
年
間
か
ら
元
禄
初
年
に
浪
人
帳
に
つ
け
ら
れ
た
と

久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

松
平
右
衛
門
佐
旧
臣

「
領
分
二
召
置
候
浪
人
」
に
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久
留
米
藩
＿
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

ま
ず
、
前
野
家
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
よ
う
。

今
、
箪
者
が
確
認
で
き
る
「
浪
人
」
の
由
緒
附
は
三
通
り
あ
る
が
、
前
野
家
に
つ
い
て
の
記
述
は
す
べ
て
異
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
一
二
つ
の
な
か
で
最
も
古
い
尾
関
家
所
蔵
「
浪
人
中
由
緒
附
」
に
は
前
野
家
の
「
始
祖
」
前
野
九
郎
兵
衛
（
喜
多
勘
左
衛

門
）
が
江
戸
御
供
中
、
落
馬
負
傷
し
た
た
め
有
馬
家
を
致
仕
し
た
と
こ
ろ
、
領
内
に
居
住
す
べ
き
旨
を
申
し
渡
さ
れ
、
家
中
の
村
上
太

郎
右
衛
門
が
願
い
出
て
寛
永
六
年
に
浪
人
帳
に
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
占
い
と
考
え
ら
れ
る
同
家
所
蔵
「
浪
人
格
根
」
に
は
「
喜
多
勘
左
衛
門
義
は
御
家
中
二
相
勤
罷
在
御
暖
申
上
勢
州
二
罷
越
居
申

候
、
其
後
御
当
地
二
罷
越
、
前
野
九
郎
兵
衛
与
相
改
御
家
中
村
上
四
郎
右
衛
門
へ
捉
力
い
た
し
島
原
御
陣
江
も
罷
越
働
合
之
候
二
付
、

同
人
村
上
太
郎
兵
衛
奉
願
浪
人
帳
二
相
加
工
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
前
野
九
郎
兵
衛
は
有
馬
家
致
仕
し
伊
勢
に
赴
い
た
後
、
久
留
米
藩

領
に
戻
り
家
中
の
村
上
四
郎
右
衛
門
の
与
力
に
な
り
島
原
の
陣
に
出
陣
、
そ
の
後
、
四
郎
右
衛
門
の
子
息
太
郎
兵
衛
の
願
い
に
よ
り
浪

最
も
新
し
い
「
明
治
―
―
巳
年
五
月
（
久
留
米
藩
）
郷
士
由
緒
書
」
に
は
、
喜
多
勘
左
衛
門
が
馬
廻
知
行
三
面
石
、
渋
谷
五
郎
八
組
で

出
陣
、
負
傷
、
陣
後
、
傷
が
癒
え
な
い
た
め
致
仕
、
本
国
伊
酪
に
戻
っ
た
が
、
正
保
年
中
久
留
米
に
戻
り
、
前
野
九
郎
兵
術
と
改
名
、

人
帳
に
付
さ
れ
た
と
た
と
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
が
、

い
ず
れ
の
年
次
も
信
用
性
が
低
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

貞
享
五
年

元
禄
元
年

こ
れ
以
前
に
「
浪
人
帳
に
付
け
た
」
と
「
由
緒
附
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
家
は
、
寛
永
六
年
の
前
野
家
と
寛
永
八
年
の
権
藤
家
と
で

延
宝
四
年

寛
永
二
十
年
病
身
に
つ
き
致
仕

伴
源
左
衛
門

源
左
衛
門
父
新
左
衛
門

一
族
中
村
斎
兵
衛
願
い

当
地
罷
越

宮
川
七
郎
左
衛
門

原
田
十
蔵

黒
田
如
水
致
仕

坂
東
寺
良
恵
願
い

田
中
家
旧
臣

手
塚
六
郎
右
衛
門
願
い
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ゆ
え
に
、

村
上
四
郎
右
衛
門
の
婿
だ
っ
た
た
め
同
太
郎
右
衛
門
が
願
い
出
て
浪
人
帳
に
載
せ
た
と
し
て
い
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
由
緒
の
う
ち
、
何
れ
が
妥
当
な
の
か
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

三
十
石 『
米
府
紀
事
略
』
巻
之
―
―
一
に
「
寛
永
御
家
中
分
限
帳
」
が
載
っ
て
い
る
が
、
御
馬
廻
の
六
番
渋
谷
与
右
衛
門
組
の
な
か
に
「
高
弐
百

北
勘
左
衛
門
」
の
名
前
が
見
え
る
。
ち
な
み
に
、
渋
谷
与
右
衛
門
は
渋
谷
五
郎
八
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
永
十
五
年
四

月
二
八
日
「
有
馬
御
陣
中
御
家
中
人
数
御
扶
持
方
」
に
も
渋
谷
五
郎
八
組
「
メ
一
予
日
七
拾
ヒ
人
」
の
う
ち
「
一
同
（
上
下
）
拾
壱
人

喜
多
勘
左
衛
門
」
と
い
う
項
が
見
え
る
。

以
上
の
事
実
は
、
喜
多
勘
左
衛
門
（
前
野
九
郎
兵
衛
）
が
馬
廻
知
行
三
酉
石
、
馬
廻
組
渋
谷
五
郎
八
組
の
一
員
と
し
て
出
陣
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
「
浪
人
中
由
緒
附
」
は
、
島
原
の
乱
前
の
寛
永
六
年
の
時
点
で
既
に
「
浪
人
帳
」
に
の
っ
て
い

た
と
い
う
点
で
、

「
浪
人
格
帳
」
は
牢
人
と
し
て
村
上
四
郎
右
衛
門
の
与
力
と
し
て
従
軍
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
誤
り
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
当
時
の
分
限
帳
な
ど
が
示
す
島
原
の
乱
に
関
す
る
事
実
と
符
合
す
る
の
は
「
明
治
二
巳
年
五
月
（
久
留
米
藩
）
郷
土

由
緒
書
」

の
み
で
あ
る
。

そ
し
て
、
村
上
四
郎
右
衛
門
の
名
前
は
「
寛
永
御
家
中
分
限
帳
」
で
は
御
馬
廻
四
番
の
組
頭
、
八
百
石
と
し
て
記
載
さ
れ
、
さ
ら
に

は
同
太
郎
右
衛
門
は
「
寛
文
六
年
丙
午
七
月
御
家
中
分
限
帳
」
に
は
御
手
廻
千
石
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
有
馬
文
岸
『
御
家

中
略
系
譜
1
』
巻
十
四
に
よ
れ
ば
、
四
郎
右
衛
門
は
組
頭
と
し
て
島
原
の
乱
に
出
陣
、
寛
永
十
五
年
元
旦
、
六
十
六
オ
で
討
ち
死
し
、

太
郎
右
衛
門
が
家
督
を
相
続
、
寛
文
十
二
年
に
病
死
し
て
い
る
。

か
か
る
村
上
家
の
家
督
相
続
状
況
は
、
島
原
の
乱
後
に
致
仕
し
前
野
九
郎
兵
衛
と
改
名
し
た
喜
多
勘
左
衛
門
が
浪
人
帳
へ
の
記
載
を

願
い
出
た
と
き
の
願
人
が
「
寛
永
御
家
中
分
限
帳
」
の
村
上
四
郎
右
衛
門
で
は
な
く
「
寛
文
六
年
丙
午
七
月
御
家
中
分
限
帳
」
の
同
太

郎
右
衛
門
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
浪
人
中
由
緒
附
」
が
説
＜
寛
永
六
年
は
、
こ
こ
で
も
誤
り
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
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久
留
米
藩
:
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
某
礎
的
考
察

す
る
ま
で
に
は
全
ら
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
「
島
原
の
乱
に
お
け
る
戦
傷
が
癒
え
な
い
た
め
」
と
い
う
致
仕
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
他
の

史
料
を
見
て
み
る
と
、
最
も
占
い
「
浪
人
中
由
緒
附
」
は
勤
仕
中
の
落
馬
負
傷
と
い
う
武
上
に
と
っ
て
不
名
誉
な
事
件
を
挙
け
、
次
に

占
い
「
浪
人
格
帳
」
が
致
仕
の
四
由
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
有
馬
文
庄
『
廃
家
系
請
知
行
高
日
録
』
に
喜
多
勘
左
衛
門
に
つ
い
て
「
境

林
様
御
代

『
廃
家
系
譜
知
行
高
日
録
』
が
病
気
の
原
因
や
退
固
の
理
由
を
記
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
も
し
「
明
治
二

□年
五
月
（
久
留
米
藩
）

郷
上
由
緒
書
」
が
説
く
よ
う
に
島
原
の
乱
に
お
け
る
戦
傷
が
理
由
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
戦
に
お
け
る
「
手
負
い
」
が
決
し
て
不
名

誉
で
は
な
い
以
上
、
特
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
不
自
然
の
感
を
免
れ
な
い
。
も
し
、
意
図
的
に
病
気
の
原
因
や
退
国
の
理
由
を
記
述
す

る
の
を
避
け
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
冨
5

治
―
[
]
年
五
月
（
久
留
米
藩
）
郷
士
由
緒
書
」
が
説
く
「
手
負
い
」
の
場
合
よ
り
「
浪

人
中
由
緒
附
」

の
落
馬
負
傷
の
ケ
ー
ス
の
方
が
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
あ
る
が
島
原
の
乱
関
係
記
録
の
な
か

の
負
傷
者
中
に
彼
の
名
前
を
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
感
を
強
め
れ
ば
す
れ
ば
こ
そ
弱
め
は
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
断
定

ま
た
、
致
仕
後
の
動
向
に
つ
い
て
も
「
浪
人
中
由
緒
附
」

―
―
已
年
五
月
（
久
留
米
藩
）
郷
上
由
緒
書
」
は
伊
勢
に
一
旦
出
口
、

の
当
否
は
直
ち
に
判
断
し
が
た
い
。

そ
こ
で
、
前
野
九
郎
兵
衛
の
出
願
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
二
つ
の
場
合
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
村
ヒ
太
郎
右
衛
門
が
願
い
出

て
い
る
時
期
に
つ
い
て
、

一
目
出
口
の
場
合
は
「
明
治
二
已
年
五
月
（
久
留
米
藩
）
郷
上
由
緒
書
」
が
特
定
し
て
い
る
正
保
以
降
、
太

郎
右
衛
門
が
死
亡
し
た
寛
文
十
二
年
ま
で
、
他
方
、
国
内
居
住
の
場
合
は
『
廃
家
系
諮
知
行
高
日
録
』
が
廃
絶
の
時
期
と
し
て
特
定
し

‘
 

う
カ で
は
、

三
百
石

の
ち
久
留
米
に
帰
藩
居
住
の
＾
―
つ
に
分
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
説

『
廃
家
系
譜
知
行
高
目
録
』
は
国
内
居
住
の
み
、

「
浪
人
格
帳
」

御
馬
廻
組
病
身
二
付
依
願
知
行
差
上
御
領
円
二
浪
人
」
と
述
べ
て
い
る
。
汀
目
す
べ
き
は
、

「
明
治

「
明
治
二
已
年
五
月
（
久
留
米
藩
）
郷
上
由
緒
書
」
の
伽
野
九
郎
兵
衛
に
関
す
る
記
事
を
全
面
的
に
信
用
で
き
る
の
で
あ
ろ

「
浪
人
格
帳
」

や
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囚
に
、

文
十
一
一
年
ま
で
と
な
る
。

以
上
、
前
野
九
郎
兵
衛
の
願
出
に
関
す
る
史
料
を
、
そ
の
内
容
に
忠
実
に
、
か
つ
怠
図
的
な
改
凌
の
可
能
性
を
考
慮
し
つ
つ
検
討
し

て
き
た
が
、
最
大
限
、
寛
永
十
九
年
か
ら
寛
文
十
二
年
ま
で
の
問
で
あ
り
、
正
保
年
間
か
ら
寛
文
十
一
＾
年
ま
で
の
間
が
、
そ
の
な
か
で

「
浪
人
中
由
緒
附
」

も
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
見
方
を
変
え
て
願
人
が
太
郎
右
衛
門
だ
っ
た
こ
と
を
基
進
に
し
つ
つ
諒
写
・
誤
記
の
可
能
性
を
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、

の
筆
（
写
）
者
が
、
太
郎
右
衛
門
が
家
督
で
あ
っ
た
寛
文
六
年
を
何
ら
か
の
理
由
で
誤
っ
て
窟
永
六
年
と
記
し
た

と
考
え
る
の
が
他
の
史
料
の
内
容
に
対
し
て
も
一
番
整
合
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
権
藤
家
寛
永
八
年
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

権
藤
家
に
つ
い
て
は
『
浪
人
中
由
緒
附
』

門
は
、
有
馬
佐
右
衛
門
祐
浪
人
で
寛
永
八
年
白
崎
庄
左
衛
門
願
い
で
浪
人
帳
に
付
け
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

『
御
家
中
略
系
讚
1
』
巻
ニ
卜
五
に
よ
れ
ば
願
人
白
崎
庄
左
衛
門
は
寛
文
七
年
八
月
に
家
督
を
柑
続
し
三
百
石
馬
廻
組
に
列

し
享
保
五
年
十
二
月
に
病
死
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
願
い
出
年
の
可
能
性
は
寛
文
七
年
か
ら
享
保
五
年
ま
で
と
な
る
が
、
寛
文
八
年

を
寛
永
八
年
と
誤
写
誤
記
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
野
九
郎
兵
衛
・
権
藤
伊
右
衛
門
が
浪
人
帳
に
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
ス
パ
ソ
の
な
か
に
確
在
期
「
浪
人
」

の
多
く
が
願
い
出
た
寛
文
年
間
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
『
浪
人
中
由
緒
附
』
に
の
っ
て
い
る
「
浪
人
」
の
う
ち
で
早
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
浪
人
」
の
内
で
願
い
出
た
年
代

が
不
明
な
家
は
、
後
述
す
る
福
島
家
を
除
い
て
万
年
家
・
尾
関
家
・
鵜
JI
家
・
保
田
家
な
ど
で
あ
る
。
因
に
、
万
年
家
・
保
田
家
は
田

(13) 

中
家
旧
臣
、
鵜
川
家
・
尾
関
家
は
家
臣
の
一
族
の
家
柄
で
あ
る
。

て
い
る
「
境
林
様

(11
有
馬
忠
頼
）
御
代
」

の
窟
永
十
九
年
十
月
か
ら
承
応
四
年
―
―
―
月
ま
で
の
う
ち
、
願
人
太
郎
右
衛
門
存
生
中
の
寛

「
明
治
二
巳
年
五
月
（
久
留
米
藩
）
郷
士
由
緒
書
」
と
に
記
載
さ
れ
て
お
り
権
藤
伊
右
衛
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禄
が
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。

禄
元
年
の
問
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

有
馬
家
所
蔵
『
寛
文
六
年
丙
午
七
月
御
家
中
分
限
帳
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
う
ち
、
万
年
家
の
願
人
調
所
兵
左
衛
門
は
馬
廻
渡
瀬
将
監

組
に
、
鵜
川
家
の
願
人
鵜
川
オ
兵
衛
は
馬
廻
戸
田
嘉
左
衛
門
組
に
そ
れ
ぞ
れ
属
し
て
お
り
、
両
家
と
も
窮
文
年
間
か
、
も
し
く
は
そ
の

前
後
に
願
い
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

元
年
閏
八
月
に
死
去
、

ま
た
、
尾
関
家
の
願
人
尾
関
与
五
兵
衛
は
初
代
と
一
年
代
共
通
の
名
前
で
あ
り
、
初
代
は
正
保
―
一
年
止
月
に
召
し
出
さ
れ
て
お
り
寛
文

二
代
目
は
寛
文
元
年
九
月
家
督
相
続
、
元
禄
―
ム
JL
年
に
死
亡
し
て
お
り
、
尾
関
家
の
願
い
出
が
正
保
二
年
か
ら
元

さ
ら
に
、
保
田
家
の
願
出
人
は
『
浪
人
中
由
緒
附
』
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
「
祖
父
（
保
田
）
半
左
衛
門
自
分
二
奉
願
浪
人
帳
付
申

候
」
と
し
て
い
る
が
、
「
浪
人
格
帳
」
に
は
半
左
衛
門
は
家
中
伊
吹
孫
右
衛
門
の
願
い
に
よ
り
浪
人
帳
に
記
載
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

因
に
、
篠
山
神
社
蔵
『
御
家
中
略
系
譜
』
巻
一
に
よ
れ
ば
伊
吹
孫
右
衛
門
は
、
寛
永
三
年
児
小
生
―
―
十
石
、
同
一
―
十
年
新
知
一
一
百
石
御

手
廻
、
後
御
馬
廻
組
裏
判
本
行
、
寛
文
六
年
死
去
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
孫
右
ヱ
門
が
願
い
出
た
の
は
、
独
立
し
た
家
の
当
主
と
な
っ

た
新
知
二
百
石
の
寛
永
二
十
年
か
ら
死
去
し
た
寛
文
六
年
ま
で
の
間
と
な
ろ
う
。

以
上
、
長
々
と
早
期
に
成
立
し
た
「
浪
人
」
家
が
い
つ
頃
、
浪
人
帳
に
付
さ
れ
た
か
を
検
討
し
て
き
た
が
、
可
能
性
と
し
て
最
も
早

い
の
は
尾
関
家
の
正
保
二
年
、
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
山
脇
家
の
寛
文
一
一
年
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
最
も
遅
い
可
能
性

と
し
て
は
、
同
じ
く
尾
関
家
の
元
禄
年
間
で
あ
る
が
、
年
代
が
明
確
な
も
の
と
し
て
は
伴
家
の
元
禄
元
年
で
あ
る
。

た
だ
、
願
い
出
数
を
考
え
て
み
る
と
、
正
保
か
ら
元
禄
の
間
六

0
年
間
の
う
ち
，
寛
文
・
延
宝
年
間
に
比
重
が
大
き
く
、
貞
享
・
元

こ
れ
は
、
遅
く
と
も
寛
文
六
年
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
浪
人
奉
行
の
成
立
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
藩
よ
り
の
「
客
分
」
的
処
遇
を
与
え
ら
れ
て
い
た
「
牢
人
」
も
、
道
家
家
が
延
宝
三
年
に
浪
人
帳
に
記

蔽
さ
れ
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
浪
人
」

の
な
か
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
。
た
だ
、
木
庭
•
福
島
両
家
が
ど
の
よ
う
な
か
た
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ち
で
浪
人
帳
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
不
分
明
で
あ
る
が
、

許
さ
れ
て
お
り
、

以
上
の
よ
う
に
寛
文
年
間
を
中
心
と
し
た
時
期
、
浪
人
奉
行
の
成
立
に
対
応
し
つ
つ
「
浪
人
」
が
「
御
目
見
得
浪
人
」
と
そ
の
他
の

「
浪
人
」
と
い
う
重
層
的
な
構
造
を
と
り
な
が
ら
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
総
数
は
卜
七
家
で
、
多
分
、
藩
内
に
い
た
牢
人
の

こ
れ
ら
「
浪
人
」

の
出
自
を
分
析
す
る
と
、
立
花
家
旧
臣
一
一
家
（
木
庭
・
大
津
山
）
、
田
中
家
旧
臣
五
家
（
遣
家
・
福
島
・
宮
川
・

万
年
・
保
田
）
、
他
国
大
名
旧
臣
一
一
家
（
山
脇
・
権
藤
）
、
家
中
一
族
―
―
一
家
（
西
尾
・
鵜
川
・
尾
関
）
、
病
身
に
よ
り
致
仕
し
た
元
家
中

一
二
家
（
中
村
・
前
野
・
伴
）
、
領
内
寺
院
出
願
一
一
家
（
木
村
・
原
田
）
と
い
う
も
の
で
、
筑
後
系
郷
士
（
立
花
家
・
田
中
家
旧
臣
）
ヒ

(14) 

家
と
家
中
系
郷
士
（
家
中
一
族
・
元
家
中
）
五
家
を
一
―
つ
の
柱
に
、
他
国
大
名
系
郷
士
一
一
家
、
寺
院
系
郷
士
―
一
家
を
加
え
（
家
中
一
族
・

元
家
中
）
六
家
を
一
―
つ
の
柱
に
、
他
国
大
名
系
郷
上
―
一
家
、
寺
院
系
郷
士
．
一
家
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
旧
属
郷
士
の
範
疇

に
一
応
、
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
筑
後
系
郷
士
の
み
で
あ
り
、
か
A
る
旧
属
郷
土
が
新
規
土
恙
郷
士
と
も
い
う
べ
き
他
国
大
名

系
郷
士
や
全
く
異
な
る
家
中
系
郷
士
・
寺
院
系
郷
士
と
と
も
に
「
浪
人
」
と
い
う
士
格
に
統
合
さ
れ
て
い
る
の
が
久
留
米
藩
の
郷
上

ー
「
浪
人
」
ー
範
疇
本
来
の
特
色
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
雑
多
な
系
譜
の
牢
人
に
久
留
米
藩
は
「
浪
人
」
と
い
う
身
分
を
選
択
的
に
与
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
意
図
と
し
て

―
―
―
つ
の
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

ま
ず
、

う
ち
の
僅
か
の
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

一
般
の
「
浪
人
」

の
上
層
に
「
御
目
見
得
浪
人
」
と
し
て
位
筐
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

―
つ
は
、
藩
士
や
寺
院
の
願
い
出
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
藩
士
や
寺
院
が
「
厄
介
」
な
ど
と
し
て

抱
え
る
「
牢
人
」
に
独
寸
し
た
身
分
的
安
定
を
与
え
る
と
と
も
に
他
の
「
牢
人
」
に
対
し
て
優
越
的
に
差
別
化
し
た
い
と
の
欲
求
に
対

処
し
よ
う
と
す
る
意
図
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
藩
自
休
も
、
元
家
中
な
ど
藩
と
特
定
の
関
係
を
持
つ
「
牢
人
」
を
優
越
的
に
差
別
化
し

た
い
と
い
う
基
本
的
志
向
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
第
一
＝
に
は
、
藩
の
意
向
に
よ
り
領
内
に
止
め
ら
れ
十
着
の
た
め
の
経
済
的
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第
一
条
•
第
二
条
ま
で
は
「
浪
人
」

の
「
軍
役
」

に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
先
手
物
頭
支
配
段
陛
の
承
応
四
年
三
月
の
逹
し
に
お
い

義
於
無
之
は
、
家
老
中
江
相
逹
、
是
又
指
図
次
第
可
召
置
事

尾
関
家
文
書
『
浪
人
中
由
緒
附
』
の
「
諸
事
之
覚
」
の
冒
頭
に
元
禄
パ
年
―
―
月
に
藩
主
有
馬
頼
元
よ
り
浪
人
奉
行
岡
村
七
郎
右
衛
門
・

一
何
方
江
そ
人
数
指
出
候
節
は
弟
図
次
第
浪
人
中
可
罷
出
候
、
尤
其
方
可
令
裁
判
事

一
浪
人
中
、
差
物
腰
指
長
五
尺
迄
定
紋
は
可
為
心
次
第
候
事

一
領
分
二
有
之
浪
人
、
何
方
へ
そ
参
度
と
申
候
ハ
ハ
最
前
当
所
へ
召
樅
度
由
申
候
も
の
方
な
手
形
を
取
、
そ
の
ト
ニ
巾

達
指
図
次
第
可
遣
事

一
領
分
二
有
之
度
与
申
浪
人
先
全
之
構
有
之
敗
、

又
ハ
不
首
尾
成
様
子
於
有
之
は
召
置
間
敷
候
、
召
置
度
与
願
候
者
手
肌
遂
吟
味
紛
敷

一
於
陣
所
は
浪
人
中
其
方
陣
場
二
可
召
置
事

園
岡
四
郎
人
夫
に
あ
て
た
次
の
よ
う
な
「
御
切
紙
之
写
」
が
あ
る
。

六
、
「
浪
人
」
と
「
軍
役
」

1

ー
結
び
に
か
え
て

節
を
改
め
て
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

基
盤
と
格
式
を
与
え
ら
れ
て
い
た
福
島
家
や
木
庭
家
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
土
着
し
て
い
る
筑
後
系
•
他
固
大
名
系
「
牢
人
」
を

選
択
的
に
身
分
格
式
を
与
え
て
藩
と
特
定
の
関
係
を
設
定
し
、
他
の
「
牢
人
」
と
差
別
化
し
よ
う
と
す
る
企
図
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
藩
主
へ
の
「
御
目
見
得
」
の
有
無
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
藩
主
へ
の
距
離
の
差
を
軸
と
し
て
「
浪
人
」
集
団
を
重
層
的
に
区
別
し
、

藩
主
の
「
御
手
廻
」
の
浪
人
奉
行
を
そ
れ
ら
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
り
藩
干
と
の
「
直
結
性
」
を
創
己
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
意
図
の
ド
、
十
七
家
と
い
う
数
の
示
さ
れ
る
よ
う
に
藩
は
極
め
て
選
別
的
に
創
出
し
て
い
っ
た
と
名
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
浪
人
奉
行
の
支
配
の
実
態
は
元
禄
六
年
以
降
し
か
わ
か
ら
な
い
。

家
老
中
江
相
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て
「
牢
人
」
の
参
陣
を
任
意
と
し
て
い
た
の
を
「
浪
人
」

し
て
浪
人
奉
行
の
陣
を
指
定
し
て
い
る
。

第
三
条
は
、

の
義
務
に
変
更
し
浪
人
奉
行
の
指
揮
下
に
置
く
と
と
も
に
「
浪
人
」
陣
所
と

「
浪
人
」
に
関
す
る
承
応
段
階
の
軽
率
並
の
身
分
規
制
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
四
条
か
ら
第
五
条
は
「
浪
人
」
の
退
国
と
新
規
「
召
置
」
の
際
の
手
続
き
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
規
定
の
な
か
で
特
徴
的
な
点
は
、
退
国
す
る
際
の
同
意
や
「
召
置
」
た
い
者
（
浪
人
帳
に
付
す
る
こ
と
を
願
い
出
る
家
中
や
寺

院
）
の
同
意
や
責
任
を
重
視
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
最
終
的
に
は
こ
れ
ら
の
案
件
を
決
裁
す
る
の
が
家
老
職
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
手
続
き
に
お
い
て
は
浪
人
奉
行
は
家
老
と
「
召
置
」
＜
家
中
な
ど
と
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
実
務
機
関
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
身
分
に
か
か
わ
る
手
続
き
に
関
し
て
は
「
召
置
」
＜
人
間
の
も
と
の
「
浪
人
」
と
い
う
従
来
の
在
り
方
を
前
提
と

に
組
織
す
る
な
ど
、

し
た
手
続
き
を
設
定
し
な
が
ら
も
現
実
の
支
配
に
お
い
て
は
「
浪
人
」
を
浪
人
奉
行
虹
率
の
「
独
立
し
た
戦
術
単
位
」
と
し
て
強
制
的

「
召
置
」
を
排
除
し
て
浪
人
奉
行
1
1
藩
の
直
接
支
配
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
支
配
の
も
と
で
「
浪
人
」
は
如
何
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
能
見
物
の
座
席
か
ら
「
浪
人
」
の
存
在
を
見
て
い
こ
う
。

『
古
代
日
記
書
抜
』
に
よ
れ
ば
元
禄
九
年
の
能
に
お
け
る
見
物
席
は
、
家
老
そ
の
他
が
大
広
間
東
縁
頬
、
御
手
廻
り
の
面
々
が
同
所
・

上
之
間
・
皇
帝
之
間
・
次
之
間
、
外
様
衆
が
三
之
間
よ
り
御
式
台
上
之
間
ま
で
、
大
庄
屋
•
町
別
当
が
落
橡
と
い
う
も
の
で
「
浪
人
」

は
不
在
で
あ
る
。
『
米
府
紀
事
略
』

12
の
正
徳
五
年
の
能
の
記
事
に
は
「
浪
人
」
が
登
場
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
梅
林
寺
（
三
汁
八
菜

後
段
）
が
曲
水
之
間
、
他
の
出
家
衆
（
三
汁
八
菜
後
段
）
が
千
鶴
之
間
、
社
家
・
浪
人
（
二
汁
五
菜
）
が
千
鶴
次
之
間
に
座
し
て
お
り
、

「
浪
人
」
が
出
家
衆
、
社
家
と
同
じ
次
元
の
範
疇
で
捉
え
ら
れ
て
お
り
社
家
と
同
格
に
遇
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
か
る
待

遇
は
「
浪
人
」
を
家
中
と
し
て
捉
え
て
お
ら
ず
僧
侶
社
家
と
と
も
に
藩
の
公
儀
支
配
の
体
系
の
な
か
で
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
を
明
示
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久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

す
な
わ
ち
、

馬
廻
組
同
並
」

②
 

に
次
す
中
士
相
当
の
家
格
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
並

浪
人

「
諸
事
之
覚
」
の
な
か
に
、
①

「
浪
人
中
奉
公
願
中
小
性
以

へ
と
変
化
し
「
中
士
」
と
し

一
八
枇
紀
初
め
で
は
僧
侶 「
御

御
手
廻
嫡
子
：
・
・
:
」
と
い
う
順
で
城
内
に
お
け
る
出
迎
え
場

し
か
し
、

せ
ら
れ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

―
―
之
間
」
に
座
す
べ
ぎ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

し
か
し
、

し
て
い
る
。

『
藩
法
集
』

2
2
9
5
所
載
の
天
明
四
年
の
能
の
詰
席
で
は
「
御
手
廻
嫡
子
、
外
様
嫡
子
、
そ
の
他
、
浪
人
」
は
「
千
鶴

「
浪
人
」
が
「
御
手
廻
嫡
子
、
外
様
嫡
子
」
と
ほ
ゞ
同
格
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
同
規
模
の
「
軍
役
」
負
担
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
考
え
が
浮
か
ん
で
く
る
。

た
だ
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
席
次
を
も
っ
て
「
浪
人
」
が
家
中
で
あ
る
と
即
断
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
「
千
鶴
二
之
間
」
と
同
時
に
「
芝
尼
詰
之
者
」
の
御
船
大
工
棟
繁
、
鍛
冶
屋
、
大
庄
屋
、
宿
駅
別
当
、
鋳
物
師
司
、
細
物
屋
、

(15) 

庄
屋
、
百
姓
な
ど
、
「
千
鶴
二
之
間
東
軒
下
雨
障
子
附
出
シ
、
雨
落
よ
り
縁
取
敷
」
の
足
逹
幸
助
以
下
数
十
名
が
見
物
を
許
さ
れ
て
い

る
が
、
大
庄
屋
・
宿
駅
別
当
・
百
姓
な
ど
が
家
中
で
は
な
く
公
儀
支
配
の
体
系
の
な
か
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
「
浪
人
」
も
、

そ
の
流
れ
の
な
か
で
見
物
を
許
さ
れ
、
士
分
と
そ
れ
以
外
と
い
う
差
別
の
観
点
か
ら
家
中
の
「
御
手
廻
嫡
了
、
外
様
嫡
子
」
と
同
席
さ

『
藩
法
集
』

2
5
4
7
の
孟
明
十
五
日
御
着
城
二
付
、
御
家
中
之
面
々
登
城
刻
限
四
ツ
時
揃
」
と
い
う
天
明
九
年
藩
主
出

迎
の
規
定
に
お
い
て
、
「
浪
人
」
は
「
：
・
・
・
・
御
馬
廻
組

所
を
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
明
ら
か
に
明
ら
か
に
「
家
中
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

「
浪
人
」
は
、

一
七
世
紀
末
で
は
一
身
分
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

社
家
と
な
ら
ぶ
藩
の
公
儀
支
配
の
対
象
の
身
分
の
一
っ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
同
後
葉
に
は
「
家
中
」

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

上
之
願
取
次
申
候
」

『
浪
人
中
由
緒
附
』

「
浪
人
」
が
願
い
聞
き
届
け
の
御
礼
を
行
う
際
の
事
例
と
一
っ
と
し
て
「
一
家
之
内
御
直
参
無
之
、
浪
人
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そ
し
て
、

成
立
す
る
。

①
は
、

録
し
な
い

ハ
浪
人
仲
問
御
目
見
仕
候
者
を
頼
御
礼
申
上
候
」

④
 

ぶ
浪
人
」
に
鉄
砲
所
持
を
許
容

(16) 

な
ど
を
規
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

「
浪
人
」

の
「
家
中
」
化
は
、
当
然
、
こ
の
よ
う
な

「
浪
人
」
は
藩
主
に
対
し
て
「
奉
公
」
を
願
い
出
て
「
奉
公
」
し
え
る
こ
と
、
②
は
、

主
と
の
主
従
関
係
の
埒
外
に
本
来
的
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、

「
奉
公
」
願
い
が
聞
き
届
か
れ
て
初
め
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
「
家
中
」
化
は
元
禄
年
間
の
「
軍
役
」
の

義
務
化
な
ど
に
見
ら
れ
る
藩
の
姿
勢
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
す
ま
わ
ち
、
「
浪
人
」
は
二
直
参
」
で
は
な

い
と
い
う
建
前
と
は
裏
腹
に
「
家
中
」
化
は
「
義
務
」
か
つ
必
然
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
浪
人
」
の
一
一
重
性
が

し
か
し
、
荒
巻
家
文
書
「
諸
触
書
廻
状
等
留
書
」
の
「
身
分
治
力
も
平
士
之
通
二
相
弁
可
中
候
、
尤
無
録
之
面
々
故
、
渡
世
方
ハ
夫
々

先
祖
な
家
二
伝
ル
業
、
随
分
自
分
二
相
勤
可
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
家
中
」
化
し
た
か
ら
と
い
っ
て
も
知
行
給
付
は
な
く
自
己
負

担
で
あ
る
た
め
、
藩
主
と
「
浪
人
」
と
の
間
に
封
建
的
主
従
関
係
が
成

wす
る
余
地
が
な
い
。
こ
の
た
め
、
か
か
る
「
家
中
」
化
を
さ

さ
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
し
て
、
公
的
な
国
家
的
文
配
（
公
儀
と
し
て
の
支
配
）
に
由
来
す
る
「
国
恩
」
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
た

へ
の
加
入
を
志
向
す
る
特
権
的
身
分
I

士
分
ー
と
し
て

主
従
制
や
、
権
力
や
富
力
や
身
分
的
優
位
性
を
囲
い
込
ん
だ
「
有
馬
家
中
」

の
一
般
的
指
向
で
あ
ろ
う
。

④
の
「
浪
人
」

存
の
「
浪
人
」
「
浪
人
」
を
牢
人
の
な
か
か
ら
選
別
し
一
定
の
「
軍
役
」
を
負
荷
す
る
と
い
う
久
留
米
藩
の
「
浪
人
」
政
策
の
基
調
は
③
．

の
「
軍
役
」
負
担
能
カ
・
戦
闘
能
力
を
担
保
す
る
規
定
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
①
の
過
去
の
経
緯
に
捕
ら
わ
れ
る
既

の
奉
公
願
い
に
つ
い
て
は
中
小
姓
ま
で
は
許
容
し
た
も
の
A‘

⑤
に
あ
る
よ
う
に
下
士
に
よ
る
新
規
「
浪
人
」
創
出
願

い
を
「
浪
人
」

の
「
中
土
」
と
し
て
の
士
格
を
損
な
う
も
の
と
し
て
排
除
し
た
の
で
あ
る
。

久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

⑤ ③ 

「
浪
人
」
は
「
直
参
」

で
は
な
く
藩

「
御
徒
土
中
小
性
迄
ハ
浪
人
帳
二
付
申
度
願
有
之
候
て
も
願
取
次
不
申
候
」

家
族
の
み
な
ら
ず
家
来
持
ち
の
二
牛
人
」

で
な
い
と
、

「
浪
人
」
と
し
て
登
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こ
の
よ
う
な
久
留
米
藩
の
「
浪
人
」
政
策
の
集
大
成
と
し
て
、

こ
の
軍
制
は
フ
ェ
ー
ト
ソ
号
事
件
の
影
響
か
と
思
わ
れ
る
が
、
全
九
備
の
う
ち
「
浪
人
」
が
所
属
す
る
の
は
「
遊
軍
御
備
」
で
、
そ

の
構
成
は
士
大
将
一
名
（
御
家
老
脇
、
も
し
く
は
臨
時
総
奉
行
）
の
も
と
に
番
頭
代
（
浪
人
奉
行
）
二
名
と
大
筒
足
軽
大
将
一
名
が
置

か
れ
て
い
る
。
番
頭
代
の
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
御
馬
廻
組
頭
（
遊
軍
鑓
武
者
組
頭
代
旧
家
浪
人
）
一
名
、
御
馬
廻
（
遊
軍
鑓
武
者
）
―
-
五

名
浪
人
中
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
筒
足
軽
大
将
は
大
筒
修
行
の
足
軽
三

0
名
を
指
揮
し
「
重
火
器
」
に
よ
る
機
動
打
撃
を
任
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
備
と
異
な
り
鉄
砲
・
弓
足
軽
隊
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

へ
の
兵
員
補
充
源
と
し
て
の
機
能
を
併
せ

御
馬
廻
組
頭
（
遊
軍
鑓
武
者
組
頭
代
旧
家
浪
人
）
二
名
に
は
「
旧
家
浪
人
木
庭
・
道
家
・
福
島
等
之
輩
」
が
任
じ
ら
れ
、

り
、
騎
馬
、
若
党
、
鑓
、
指
物
建
、
具
足
箱
、
草
履
取
、
馬
取
、
沓
篭
、
陣
桶
、
小
荷
駄
口
付
各
一
の
上
下
一

0
名
、
乗
馬
、
小
荷
駄

馬
各
一
の
馬
二
疋
の
「
軍
役
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
御
馬
廻
（
遊
軍
鑓
武
者
）
浪
人
中
に
一
人
当
た
り
騎
馬
、
鑓
、
指
物
建
、

具
足
箱
、
馬
取
草
履
取
衆
、
沓
篭
各
一
の
上
下
七
名
、
乗
馬
、
小
荷
駄
馬
各
一
の
馬
二
疋
の
「
軍
役
」
が
負
荷
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
備
え
の
「
鑓
武
者
」
の
欠
員
補
充
要
員
と
し
て
「
浪
人
」
本
人
お
よ
び
一
族
を
総
動
員
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

従
前
の
「
腰
差
」
と
い
う
軽
卒
並
の
身
分
規
制
を
改
善
し
て
「
受
筒
で
背
指
」
と
い
う
中
士
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
変
更
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
浪
人
」
は
、
正
規
の
「
軍
団
」
編
成
の
な
か
に
一
個
「
軍
団
」
と
し
て
ほ
ぼ
「
独
立
」
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

同
備
は
「
重
火
器
」
に
よ
る
打
撃
力
を
も
つ
戦
術
予
備
兵
力
と
し
て
の
機
能
と
他
「
軍
団
」

も
っ
て
い
た
。

「
浪
人
」
は
馬
廻
（
中
士
）
相
当
の
軍
役
量
を
負
担
し
本
人
は
も
と
よ
り
一
族
も
補
充
要
員
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
「
浪
人
」
た
り
得
る
要
件
は
軍
役
負
担
に
耐
え
得
る
資
質
・
技
量
、
お
よ
び
人
的
•
財
的
力
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、

藩
は
「
浪
人
」
取
り
立
て
に
あ
た
っ
て
選
別
し
中
士
相
当
の
家
格
設
定
を
行
う
と
と
も
に
、
重
負
担
に
耐
え
得
る
富
裕
層
を
選
別
的
に

で
は
あ
る
が
新
た
に
取
り
立
て
る
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
旧
家
浪
人
木
庭
・
道
家
・
福
島
等
之
輩
」
が
遊
軍
鑓
武
者

久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

「
浪
人
」
の
位
置
づ
け
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

一
人
当
た

『
御
旧
制
調
書

(15)
』
に
み
ら
れ
る
文
化
十
年
の
軍
制
に
お
け
る
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組
頭
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
確
立
期
の
牢
人
の
差
別
化
政
策
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
久
留
米
藩
の
「
浪
人
」
が
従
前
の
郷
上
の
三
類
型
で
律
し
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
に
し
た
。
ま
だ
、
論
じ
ず
べ
き
こ
と
が
多
々

註

(
1
)
久
留
米
藩
の
「
浪
人
」
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
現
在
、
「
久
留
米
藩
の
浪
人
制
度
」
（
『
福
岡
県
史
料
叢
書
』

第
7

輯
二

0
1

―
一
三
頁
）
、
久
留
米
郷
—
研
究
会
編
集
部
＿
明
治
―
一
巳
年
郷
士
由
緒
書
」
（
『
久
留
米
郷
土
研
究
会
誌
』

1
5号
五
一

i

六
五
頁
）
が
存
在
す
る
。

因
に
、
前
者
は
、
「
浪
人
」
制
度
の
成
立
に
つ
い
て
、
史
料
名
を
あ
げ
て
い
な
い
も
の
の
史
料
を
引
用
し
て
、
久
留
米
藩
の
「
浪
人
」

は
、
最
初
、
家
中
の
与
力
と
し
て
島
原
の
乱
に
出
陣
し
、
以
後
、
先
手
物
頭
支
配
、
そ
の
後
、
浪
人
奉
行
の
支
配
に
移
っ
た
と
し
て
い
る
。

な
お
、
浪
人
奉
行
の
成
立
は
、
宝
永
十
五
年
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
久
留
米
藩
家
格
休
系
に
お
け
る
「
浪
人
」
の
位
置
づ
け
に
関
連

す
る
記
述
と
し
て
は
、
帰
国
す
る
藩
主
を
城
中
で
出
迎
え
る
際
の
席
次
は
「
御
馬
廻
の
次
列
」
と
す
る
史
料
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
て
い
る
。

こ
の
「
御
馬
廻
の
次
列
」
と
い
う
記
事
は
、
「
浪
人
」
が
身
分
的
に
中
士
で
あ
る
馬
廻
組
格
に
準
じ
る
か
次
す
る
格
式
を
有
し
て
い
た
こ

と
を
示
唆
し
て
お
り
、
久
留
米
藩
の
「
浪
人
」
が
、
こ
れ
ま
で
の
郷
士
範
疇
の
三
類
型
で
律
し
得
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
の
疑

念
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
は
一
切
、
言
及
し
て
い
な
い
。

以
上
、
前
者
の
内
容
を
見
て
き
た
が
、
浪
人
制
度
の
枠
組
み
の
人
要
に
つ
い
て
は
正
し
い
と
し
て
も
、
重
要
な
点
に
つ
い
て
、
い
く
つ

か
疑
問
箇
所
が
あ
り
、
こ
の
論
文
が
典
拠
と
し
た
史
料
が
戦
災
で
亡
失
し
た
た
め
、
今
日
で
は
再
確
認
し
よ
う
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
「
浪
人
l

制
度
の
実
態
や
本
質
、
久
留
米
藩
内
に
お
け
る
位
置
付
け
な
ど
、
そ
の
全
体
像
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
残
さ
れ
て

い
る
。次
に
、
久
留
米
郷
土
史
編
集
部
「
明
治
二
巳
年
郷
士
由
緒
害
」
は
浪
人
上
野
家
の
手
控
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、

明
治
―
一
年
九
月
以
降
の
郷
士
切
り
替
え
・
格
式
切
り
替
え
後
の
「
浪
人
」
家
の
格
付
け
や
由
緒
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
由
紹

書
」
の
内
容
が
や
や
信
頼
性
に
欠
け
る
点
が
あ
る
こ
と
や
、
明
治
二
年
九
月
に
「
浪
人
」
か
ら
家
臣
に
上
昇
し
た
家
の
記
録
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
な
ど
、
注
意
す
べ
き
点
も
存
在
し
て
い
る
。

あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
稿
を
期
し
た
い
と
思
う
。

久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
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久
留
米
藩
「
浪
人
」
聞
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

(
2
)

『
藩
法
集
11

久
留
米
藩
（
以
下
、
湘
法
集
と
略
）
』
―
―
―
八

(
3
)
有
馬
文
庫
に
は
、
久
留
米
藩
の
家
臣
団
の
家
譜
類
、
分
限
帳
、
廃
絶
録
類
が
複
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
複
製
本
図
古
番
号
F
2
2
4
|

G
1
|
1
|
n
の
『
御
家
中
略
系
譜
』
を
『
略
系
譜
1
』
、
同
F
2
2
4
|
G
1ー

2
|
n
の
『
御
家
中
略
系
譜
』
を
『
略
系
譜
2
』
と

記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

(
4
)

『
久
留
米
市
史
第
九
巻
資
料
編
近
世
II
』
三

0
五
i
七
頁

(
5
)

『
嶋
原
一
揆
御
誅
伐
覚
』
九
十
篠
山
神
社
文
庫
一
三
六
（
久
留
米
市
）

(
6
)

『
家
勤
記
得
集
全
』
元
和
十
四
年
二
月
朔
日
条
に
「
於
当
家
頼
米
牢
人
」
の
名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
有
馬
内
記
人

数
に
含
め
ら
れ
て
い
る
人
名
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
末
尾
に
は
改
易
大
名
脇
坂
主
水
の

f
息
脇
坂
甚
―
―
一
郎
の
名
前
も
あ
り
、
彼
の
よ
う
な

場
合
は
、
有
馬
家
に
匝
接
、
陣
借
を
し
て
い
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

(
7
)
尾
閲
家
文
書
『
浪
人
中
由
緒
附
』

(
8
)

「
明
治
二
巳
年
五
月
（
久
留
米
藩
）
郷
七
由
緒
書
」
五
七
頁
。

(
9
)
同
前
喜
五
九
頁
。

(
1
0
)
藩
主
と
封
建
的
主
従
関
係
に
な
い
牢
人
は
藩
主
に
対
し
て
何
ら
軍
役
を
負
担
す
る
義
務
は
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
形
や
論
理
で
藩
の
動
員

体
制
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
牢
人
に
か
か
る
軍
事
負
担
を
、
封
建
的
主
従
関
係
に
も
と
づ
く
軍
役
と
区
別
し
て

「
軍
役
」
と
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

(11)

「
明
治
二
巳
年
五
月
（
久
留
米
藩
）
郷
士
由
緒
書
」
五
八
貝
。

(12)

『
藩
法
集
』
四

0
四
―
-
（
-
―
―
―
互
四
ー
六
一
頁
）
。

(13)

「
浪
人
格
帳
」
に
は
「
久
敷
衆
」
と
し
て
木
庭
、
保
田
、
山
脇
、
前
野
、
大
津
山
、
道
家
、
ガ
年
、
鵜
川
、
尾
関
の
九
家
が
挙
が
っ
て
い

る。

(14)
領
内
寺
院
出
願
郷
士
を
厳
密
に
考
え
る
と
、
一
一
家
は
い
ず
れ
も
他
国
大
名
の
旧
臣
で
一
家
は
僧
侶
一
族
と
い
う
属
件
を
持
つ
が
、
彼
ら
は
、

い
わ
ゆ
る
「
寺
侍
」
で
あ
り
寺
院
系
郷
士
と
し
て
一
括
し
た
。

(15)

『
藩
法
集
』

2
2
9
6
で
は
「
芝
居
詰
之
者
」
以
下
に
関
し
て
「
今
般
無
格
之
者
共
御
能
拝
見
之
儀
、
先
祖
之
勲
功
、
或
は
旧
食
家
柄
、

或
は
一
―
―
十
ケ
年
已
上
勤
仕
之
者
、
又
は
勤
柄
二
依
拝
見
被
仰
付
候
儀
有
之
候
」
と
述
べ
て
い
る
。

(16)

『
浪
人
中
由
緒
附
』
自
体
が
寛
政
元
年
以
前
に
成
立
し
て
お
り
、
前
引
し
た
元
禄
六
年

4

一
月
「
御
切
紙
之
写
」
が
「
諸
事
之
覚
」
の
冒
頭
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に
あ
り
、
し
か
も
「
諸
事
之
覚
」
中
に
享
保
年
間
の
も
の
が
あ
る
の
で
、

な
い
と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。

久
留
米
藩
「
浪
人
」
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

「
諸
事
之
覚
」
が
一
八
世
紀
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
の
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